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令和４年４月１日付けで交付決定のありました宮崎市地域コミュニティ活動交付

金については、宮崎市地域コミュニティ活動交付金に関する規則第１８条第１項の

規定により、関係書類を添えて実績報告書を提出します。

添付書類

（イ）事業実施報告書・収支決算(見込)書

（ロ）事業別収支決算書

（ハ）地域協議会の意見書

（ニ）備品管理台帳

（ホ）繰越届出書

（ヘ）積立金管理状況報告書



（様式第5号）

（１）収入の部

（２）支出の部

令和4年度　事業実績報告・収支決算（見込）書

檍地域自治区

檍地域まちづくり推進委員会

１　総括

　令和4年度もコロナ禍により計画通りに実践ができない事業もありました。しかしながら、3年ぶ
りに「まちづくりの祭典ｉｎあおき」を檍地区社会福祉協議会の「檍地区健康ふくしまつり」と共
催で開催することができました。当日は多くのボランティアに支えられ予想を上回る成果を上げる
ことが出来ました。

２　収支決算

（単位：円）

項　　目 予　算 決　算 差 備　考

地域コミュニティ活動交付金  7,120,020  7,120,020 0

繰越金  3,171,980  3,171,980 0

負担金・協賛金  317,000  357,500 40,500

自己資金  1,000  1,318 318

合　　計  10,610,000  10,650,818 40,818

分野 事　業　名 実施年数  予　算  決　算  差 備　考

防 檍地域防災対策事業 １５年目 264,000 90,409 ▲ 173,591

防 檍地域青色パトロール推進事業 １２年目 108,000 74,364 ▲ 33,636

防 備蓄非常食購入事業 １１年目 474,000 468,450 ▲ 5,550

防 地域安全表示事業 ９年目 134,000 50,200 ▲ 83,800

防 応急手当講習事業 ９年目 45,000 20,900 ▲ 24,100

福 子育て支援事業 １５年目 61,000 10,330 ▲ 50,670

福 ふれあい会食会事業 １３年目 410,000 13,889 ▲ 396,111

福 福祉講演会事業 １年目 64,000 9,327 ▲ 54,673 新規

福 高齢者交流事業 １年目 64,000 14,830 ▲ 49,170 新規

環 一ッ葉入り江を市民の里浜にする事業 １５年目 696,000 162,851 ▲ 533,149

環 新別府川・江田川等をきれいにする事業 １５年目 362,000 154,874 ▲ 207,126

環 檍地域花いっぱい運動事業 １０年目 188,000 145,783 ▲ 42,217

再 地域まちづくり掲示板設置事業 １５年目 495,000 140,195 ▲ 354,805

再 檍地域人材育成事業 ９年目 218,000 292,613 74,613

健 檍地域健康づくり事業 １５年目 160,000 18,493 ▲ 141,507

健 ニュースポーツ体験事業 ５年目 62,000 12,870 ▲ 49,130

伝 あおきの文化の継承・発掘・保存事業 １５年目 174,000 61,677 ▲ 112,323

伝 あおきのカレンダー製作事業 ９年目 201,000 178,080 ▲ 22,920

教 未来につなぐ体験スクール事業 １４年目 70,000 46,337 ▲ 23,663

教 あおき地域すごろくゲーム作成事業 ２年目 359,000 242,000 ▲ 117,000

教 地域と学校の連携事業 １２年目 496,000 190,745 ▲ 305,255

他 まちづくりの祭典inあおき事業 １４年目 920,000 926,261 6,261

他 檍・生目交流事業 ６年目 80,000 6,300 ▲ 73,700

他 檍地域まちづくり推進委員会運営事業 １５年目 4,505,000 4,223,327 ▲ 281,673

繰　越　金 0 3,095,713 3,095,713

合　　計 10,610,000 10,650,818 40,818



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 檍地域防災対策事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【安全・安心づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎安心・安全向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   防災意識の向上啓発及び防災等の人材育成とその活用

目　　的
（期待される効果）

檍地域管内居住者の防災・減災の意識向上を図る。

事業内容・手段

（１）檍地区総合防災訓練の実施
　檍地区自治会連合会・檍地区社会福祉協議会等と連携して、４小学校を
避難訓練場所として、それぞれの地域に応じた合同訓練を計画したが、直
前に消防署職員の訓練不参加の連絡があり中止した。
　実施時期　９月５日（日）・・・コロナ禍で中止

（２）小学校の防災学習の支援
　檍地域管内の４小学校の防災学習の図上訓練やフィールドワークに協力
した。
　実施時期　通年　　

（３）防災かまどの周知
　檍地域事務所に設置した「防災かまど」を周知するため、檍児童セン
ターと連携し「防災かまどでやきいもを作ろう」事業を開催した。
　実施時期　１１月６日（日）

事 業 費 　９０，４０９円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ８７３人 　　　３２５人

スタッフ １６７人 　　　９７人

合　計 １，０４０人 　　　４２２人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）  　　　　 [檍地域防災対策事業]                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

防災かまどを子ど
もや保護者に関心
を得ることができ
た。

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・合同防災訓練は直前に消防署職員の不参加の連絡があり中止したが、訓練に
向けて実行委員会を立ち上げて協議の場が持つことができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・管内４小学校に防災教育の支援ができた。図上訓練やフィールドワーク等他
団体等へ協力を得て充実した教育ができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・防災かまどを周知するため、檍児童センターと連携して「防災かまどでヤキ
イモを作ろう事業」を実施し参加した子どもや保護者に周知することができ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 檍地域青色パトロール推進事業 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【安全・安心づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎安心・安全向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   防災防犯設備の整備推進とパトロール活動等の実施

目　　的
（期待される効果）

檍地域管内の防犯パトロールを実施することで犯罪抑止効果を生み、地域
住民に安心感を与え、安全で明るく住みやすいまちづくりと、青少年の健
全育成を図る。

事業内容・手段

（１）地域防犯パトロールの実施
　地域住民による地域防犯パトロールの実施。　　　　　　　　　　　　　
　実施場所：檍地域管内
　実施時期：通年

（２）檍地域パトロール隊総会、講習会
　檍地域パトロール隊総会、講習会（新規・更新）実施。　
　実施場所：宮崎市中央公民館大研修室
　実施時期：令和４年９月３０日（金）

＊今年度は新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、青パト車に乗車前
に、検温・手指消毒・マスク着用を厳守してもらい、終了後は車内を消毒
をしてもらい実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　７４，３６４円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ４５人 ０人

スタッフ ２５０人 １３５人

合　計 ２９５人 １３５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）     [檍地域青色パトロール推進事業]                                                                  

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

青パト車の入替を行い自動ブレーキ等安全装置付き車両に変更した

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 備蓄非常食購入事業 実施年数 　１１年目

事業期間  開始：　　平成２４年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

 【安全・安心づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      
  ◎安心・安全向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
    防災意識の向上啓発及び防災士等の人材育成とその活用

目　　的
（期待される効果）

災害時のための非常食を購入し備蓄する。

事業内容・手段

（１）非常食（水）の備蓄
　檍小学校、宮崎港小学校の備蓄非常食、檍地域事務所の備蓄非常水の賞
味期限間近(令和５年５月)な備蓄物の入れ替え。
・実施時期：令和４年１１月

（２）非常食（水）の周知
　入替後の備蓄非常食を「まちづくりの祭典inあおき」や各部会等で地域
住民に配布して防災意識の向上を図るとともに非常備蓄食（水）の周知を
行なった。
・実施時期：令和４年１２月

事 業 費 　４６８，４５０円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０人 　０人

スタッフ １３人 １０人

合　計 １３人 １０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

入替した賞味期限間近な非常食（ビスコ缶詰）や水を、地域の方々に周知
と理解をしてもらうため、イベント時に試食用としてコロナ禍で各地縁団
体を通じて配布したが、味が良い・美味しいと好評だった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）   　　　　　[備蓄非常食購入事業]                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

コロナ禍でも予定通り檍小学校・宮崎港小学校の２ヶ所の備蓄非常食、地域事
務所の非常備蓄水の入替が実施できた。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 地域安全表示事業 実施年数 　９年目

事業期間  開始：　　平成２６年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【安全・安心づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎安全環境整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
    交通危険箇所や風紀上の問題箇所等の改善の推進

目　　的
（期待される効果）

管内の表示可能な建造物や道路等に、各種事故の防止や災害への意識の向
上を図る表示（標示）を行い、地域住民に安全の啓発を行う。

事業内容・手段

（１）事故防止や災害への意識の向上を図る標示を行う。
　　実施期間：通年
　　設置場所：①新城街区公園（津波表示板）
　　　　　　　②引土街区公園（津波表示板）
　　設置時期：①②令和５年３月４日（土）

事 業 費 　５０，２００円

対 象 者 檍地域管内

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２人 　０人

スタッフ ３人 　５人

合　計 ５人 　５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）     　　　　　[地域安全表示事業 ]                                                                

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・設置年数の古い表示板の確認を行い、建物建替え等で撤去された表示板があ
る事がわかった。他の表示板に関しては劣化や変形は見られなかった。　　　　
・防災かまどの表示板設置により、住民の関心を得ることができた。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［１］防犯・防災に係る事業

事 業 名 応急手当講習事業 実施年数 　９年目

事業期間  開始：　　平成２６年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【安全・安心づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎安心・安全向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   防災意識の向上啓発及び防災士等の人材育成とその活用

目　　的
（期待される効果）

万一の救急時に備えて、応急手当に関する知識と技術を身につける。

事業内容・手段

（１）応急手当講習会の実施

　檍地域管内居住者を対象に、リトルアンやAEDデモ機を使用して応急手
当講習会を実施する。

　実施日　：令和５年１月２６日・・・中止
　実施場所：宮崎地区交流センター　

＊檍地区自治公民館連絡協議会の各地区公民館役員を対象に啓発用品を準
備し計画していたが指導を依頼した消防署からコロナウイルスのため対面
指導ができないとの連絡があり中止した。

事 業 費 　２０，９００円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０人 ０人

スタッフ ０人 ０人

合　計 ０人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）  　　　　　[応急手当講習事業]                                                                    

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［２］地域福祉に係る事業

事 業 名 子育て支援事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎教育環境づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   子育て支援の充実

目　　的
（期待される効果）

子育てに悩む保護者を支援する。

事業内容・手段

（１）地域内の子育て事業の支援
　檍児童センターや宮崎地区交流センターと連携し、センター主催の事業
にまちづくり推進委員会からも参加し運営協力を行う。

①檍児童センター主催の講演会時の未就学児預かり
　実施日: ９月２８日（水）、１１月２５日（金）
　実施場所：檍児童センター

②檍児童センターの「防災かまどでヤキイモを作ろう」事業連携協力
　実施日: １１月６日（日）　
　実施場所：檍地域事務所

③檍地区社会福祉協議会の「チビッコ運動会」事業連携協力
　実施日:１０月２１日（金）
　実施場所：阿波岐原町自治公民館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　１０，３３０円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １１６人 ０人

スタッフ ２５人 ０人

合　計 １４１人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

チビッコ運動会は未就学児と保護者で実施しているが、両親の祖父母の
方々も応援で参加があり好評だった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）      　　[子育て支援事業]                                                                

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［２］地域福祉に係る事業

事 業 名 ふれあい会食会事業 実施年数 　１３年目

事業期間  開始：　　平成２２年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【元気づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 ◎地域福祉の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   地域福祉活動と人材育成による組織強化の推進

目　　的
（期待される効果）

自宅に引きこもりがちな高齢者に交流の場を作る。

事業内容・手段

（１）各地区で「ふれあい会食会」の実施
　実施日：通年
　実施場所：檍地域管内の自治公民館・集会場等　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　①南窪ふれあい会食会
　　日時：令和４年１２月２日　
　　場所：市営南窪住宅集会場　　　　　　　　　　　　　　　

※新型コロナウイルス感染拡大予防のため今年も各地区で中止となった
が、下火になった１２月に１地区で開催できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　１３，８８９円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １５人 ０人

スタッフ ７人 ０人

合　計 ２２人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）       　[ふれあい会食会事業]                                                               

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［２］地域福祉に係る事業

事 業 名 福祉講演会事業（新規事業） 実施年数 　１年目

事業期間  開始：　　令和４年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【元気づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地域福祉の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   地域福祉活動と人材育成による組織強化の推進

目　　的
（期待される効果）

全ての世代を対象に、福祉に関する講演会を開催することで、福祉に関し
ての理解を深める。

事業内容・手段

（１）講演会の開催

①宮崎市社会福祉協議会等から講師を招き、高齢者や障がい者、既往症を
持つ方やその家族を対象に福祉の制度についての講演会を開催する。
　実施日：コロナ禍で中止

②思春期の子どもを持つ保護者に、子どもの接し方など具体的な事例を交
えた講演会を開催する。　
　実施日：令和５年２月１６日（木）
　実施場所：檍公民館中研修室

事 業 費 　９，３２７円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ３人 ０人

スタッフ ２１人 ０人

合　計 ２４人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）     　[福祉講演会事業]                                                                 

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［２］地域福祉に係る事業

事 業 名 高齢者交流事業（新規事業） 実施年数 　１年目

事業期間  開始：　　令和４年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【元気づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地域福祉の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   地域福祉活動と人材育成による組織強化の推進

目　　的
（期待される効果）

檍地区老人クラブ連合会と連携し事業の協力を行うことで元気な高齢者の
増加につながり、老人クラブの加入促進を図る。

事業内容・手段

（１）檍地区老人クラブ連合会との連携事業

・檍地区老人クラブ連合会主催の歩こう会や運動会等のスポーツ事業、ま
た役員研修会等の運営協力を行う。

・スポーツ大会時に啓発用品を配布し高齢者同士の親睦を深めてもらうこ
とで「さんさんクラブ宮崎市」への加入を促進する。

　実施日：１０月２６日（水）
　実施場所：市民の森　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　１４，８３０円

対 象 者 檍地域管内７０歳以上の高齢者、障がい者

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １００人 ０人

スタッフ ６人 ０人

合　計 １０６人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ
広
報

Ａ

Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ

Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）     　[高齢者交流事業]                                                                 

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・新規事業として計画したが、まだコロナ禍でもあり高齢者参加事業が制限さ
れた。その中で歩こう会が実施され啓発用品として熱中症防止の観点から瞬間
冷却材を配布したが、参加された高齢者からは好評だった。　　　　　　　　　　　　　　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

なし

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［３］環境に係る事業

事 業 名 一ツ葉入り江を市民の里浜にする事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎まち環境美化整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   美しいまちをつくり守るための活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎自然環境美化整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   自然を守り育て、檍の里山風景をつくる活動の推進

目　　的
（期待される効果）

希少生物の生息する一ツ葉入り江の干潟の重要性を啓発保存し、市民がい
やしの場として活用する里浜にすると共に、児童生徒の自然環境を大切に
する気持ちを育む学習の場としても活用する。

事業内容・手段

（１）一ツ葉入り江、砂嘴清掃作業
　　　内容：砂嘴除草・清掃
　　　実施日：令和４年４月１２日（水）１６日（土）　　　　　　　　　　　　　　
　　　実施場所：一ツ葉入り江砂嘴周辺、阿波岐原森林公園

（２）コアジサシ保護活動
　　　実施期間：令和４年４月～６月
　　　実施場所：一ツ葉入り江砂嘴周辺、阿波岐原森林公園

（３）野鳥観察会
　　　実施日：令和４年５月２４日（火）

（４）干潟観察会
　　　実施日：令和４年７月３０日（日)・・・中止

（５）一ツ葉入り江全体清掃
　　　実施日：令和４年１１月１３日（日）
　　　実施場所：一ツ葉入り江砂嘴周辺、阿波岐原森林公園

（６）デコイ制作・・・中止
＊（４）、（６）については新型コロナウイルスのために中止し、他の事
業については規模を縮小して実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　１６２，８５１円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２５人 ３７人

スタッフ １２０人 １３５人

合　計 １４５人 １７２人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善） ［一ツ葉入り江を市民の里浜にする事業］                                                                     

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

なし

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

なし

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［３］環境に係る事業

事 業 名 新別府川・江田川等をきれいにする事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎まち環境美化整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   美しいまちをつくり守るための活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎自然環境美化整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   自然を守り育て、檍の里山風景をつくる活動の推進

目　　的
（期待される効果）

ふるさとの川である新別府川・江田川等を、花の景観を楽しめる川にす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住民が自慢できる川に生まれ変わらせる。　　　　　　　　　　　　　　　
川に生息する希少植物を保護する。

事業内容・手段

（１）新別府川・江田川クリーン作戦
　　　実施日：令和４年　６月１８日（土）
　　　　　　　　　　　１１月１３日（土）
（２）ホタルの飼育、放流
　　　①飼育
　　　　実施期間：令和４年６月～令和５年２月
　　　　実施場所：部会員宅
　　　②放流
　　　　実施日令和５年２月２６日（日）
（３）河川水質検査
　　　実施日：令和４年８月、令和５年２月
　　　実施場所：江田川
（４）新別府川・江田川散策会
　　　実施日：令和４年１１月・・・中止
（５）両河川の関係機関に対する整備依頼・・・中止
（６）管内施設でのミニ水族館
　　　実施期間：令和４年１０月～令和４年１２月
　　　実施場所：檍北小学校
※（４）、（５）についてはコロナウイルスのために中止し、他の事業に
ついては規模を縮小して実施した。　　

事 業 費 　１５４，８７４円　

対 象 者 檍地域管内住民、各小中学校児童、生徒、職員

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ７６５人 ０人

スタッフ １４０人 １０４人

合　計 ９０５人 １０４人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）［新別府川・江田川等をきれいにする事業］                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［３］環境に係る事業

事 業 名 檍地域花いっぱい運動事業 実施年数 　１０年目

事業期間  開始：　　平成２５年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎まち環境美化整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
   美しいまちをつくり守るための活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　

目　　的
（期待される効果）

檍地域を花いっぱいにする運動を展開し、花によって彩りと豊かな心で過
ごせる地域にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
”ひまわり”の里親となって、東日本大震災により大きな被害を受けた福
島と絆を結び、福島の人々に元気や勇気を取り戻してもらう。

事業内容・手段

（１）檍地域花いっぱい運動事業

①花の種や球根を管内住民希望者に事務局で配布し、各家庭で育ててもら
い一年中花のあふれる地域にする。
　実施時期：通年
　実施場所：檍地域管内

②福島ひまわり里親プロジェクト事業への参加協力。　
　実施時期：通年
　実施場所：中央公園花壇、檍地域事務所駐車場花壇

③地域事務所駐車場花壇に、景観課から配布された花の苗とひまわりの種
を植栽する。
　実施時期：通年
　実施場所：檍地域事務所駐車場花壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊コロナウイルスのために規模を縮小して実施した。

事 業 費 　１４５，７８３円

対 象 者 檍地域管内住民、各小中学校児童、生徒、職員

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ８２人 　３０人

スタッフ １４６人 １７５人

合　計 ２２８人 ２０５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）  ［檍地域花いっぱい運動事業］                                                                    

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［４］地域再生に係る事業

事 業 名 檍地域まちづくり掲示板設置事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地域情報提供の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 地域の魅力の情報発信や案内等の充実

目　　的
（期待される効果）

掲示板を設置することにより地域住民にまちづくり推進委員会の活動を周
知し、自治会加入促進に繋がるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　
空き地や用水路等に不法投棄ゴミが減る。

事業内容・手段

（１）掲示板の設置
　檍地域管内の掲示板を希望する自治会等に設置する。
　実施場所：新別府自治会（１ヶ所）

（２）不法投棄禁止の表示板の配付
　各自治会のごみ集積所や空き地、用水路等に不法投棄ゴミが増えてきた
ため不法投棄禁止の表示板を作成し希望する自治会に配布した。
　実地日：通年
　枚数：４２枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　１４０，１９５円　

対 象 者 檍地域管内自治会、地縁団体

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２６人 ０人

スタッフ １８人 ５人

合　計 ４４人 ５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）   ［檍地域まちづくり掲示板設置事業］                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

・ゴミ不法投棄の啓発看板を希望自治会ゴミ集積場や空き地、用水路脇に設置
したが、不法投棄が減少傾向になったと好評だった。
・撤去対応した掲示板を、他の自治公民館から要望があり壁に再取付を行っ
た。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［４］地域再生に係る事業

事 業 名 檍地域人材育成事業 実施年数 　９年目

事業期間  開始：　　平成２６年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地域情報提供の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 地域の魅力の情報発信や案内等の充実

目　　的
（期待される効果）

さまざまな体験を通じて心温まるつながりを育み、一人ひとりが元気で生
き生きと学びながら「まちづくり」を行い、輝く時間を創っていく。
キーワードは「楽しい」

事業内容・手段

（１）「あおき元輝塾」の開催
　元気なまちづくりを自分たちの手で主体的に行うため、人材育成講座
「あおき元輝塾」を部会員を対象に開催する。

①鹿児島県曽於市檍地区の視察
　同じ地区名で大淀川の源流である曽於市檍地区の視察を行い地元の方と
の意見交換を行った。
　実施日：１１月１５日（火）　
　実施場所：鹿児島県曽於市檍地区

②生目地域センターの視察
　先進地視察として今年新築移転した生目地域センターの視察を行った。
　実施日：１０月２４日（月）
　実施場所：生目地域センター

③パソコン初心者教室
　実施期間：７月～９月（６回）
　実施場所：檍地域事務所

事 業 費 　２９２，６１３円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １０人 ０人

スタッフ ５３人 ０人

合　計 ６３人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

・檍公民館新築移転に移転地域センターの入所団体や間取り等非常に参考
になった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・こんな近くの生目地区に妙円寺石塔群や小村薬師堂の五輪塔群、生目神
社の社面等すばらしい文化遺産が残されていることを初めて知った。今度
ゆっくりと訪ねたい。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）   ［檍地域人材育成事業］                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

参加予定者からインターネット接続の学習もして欲しいとの要望があり、今年
度は場所をインターネットが接続出来ない檍公民館から地域事務所会議室に変
更し、各自のパソコン持ち込みで実施した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［５］健康づくりに係る事業

事 業 名 檍地域健康づくり事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【元気づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎健康スポーツレクリエーション振興と施設設備　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 気軽にスポレクに親しめる活動や人材・組織育成と施設整備の推進

目　　的
（期待される効果）

檍地域管内に居住される方々が、スポーツ大会に参加しふれあうことで、
体力づくりと懇親を深め、参加者同士の連携・協力の意識向上につなげ
る。

事業内容・手段

子どもから高齢者まで、幅広い年齢層の方々が参加できるイベントを安全
に配慮しながら開催する。　

①ミニバレーボール大会
　実施日：８月７日（日）・・・中止
　実施場所：檍小学校体育館
　※チラシ作成し計画をしていたが、コロナのため中止

②歩こう会
　実施日：１２月４日（日）・・・中止
　実施場所：宮崎臨海公園南ビーチ
　※雨天のため中止

事 業 費 　１８，４９３円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０人 ０人

スタッフ ０人 ０人

合　計 ０人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

昨年歩こう会が中止になり、今年楽しみしていた。さっそく申込みしたが
直前に中止の連絡を受け残念です。来年こそ開催してください。　　

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）    　[檍地域健康づくり事業]                                                                  

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

歩こう会は中止になったが、今年は例年と違う南地域のコースで計画した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［５］健康づくりに係る事業

事 業 名 ニュースポーツ体験事業 実施年数 　５年目

事業期間  開始：　　平成３０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【元気づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎健康スポーツレクリエーション振興と施設設備　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 気軽にスポレクに親しめる活動や人材・組織育成と施設整備の推進

目　　的
（期待される効果）

檍地域管内に居住される方々が様々な種目を体験することでニュースポー
ツに対しての理解を深め、健康維持増進を促すとともに親睦を図る。

事業内容・手段

①「未来につなぐ体験スクール」での実施
　実施日：令和４年１０月８日（日）
　場所：檍公民館（檍地域事務所駐車場）

②「ふれあい会食会」での実施
　実施日：令和４年１２月２日（金）
　場所：市営南窪住宅集会場

③「ニユースポーツ体験会」の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
管内に居住する子どもから高齢者まで、幅広い年齢層の方々にニュース
ポーツを体験する場として
　実施日：令和４年９月１０日（土）
　場所：檍公民館（檍地域事務所駐車場）

事 業 費 　１２，８７０円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２９人 ０人

スタッフ １４人 ２９人

合　計 ４３人 ２９人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）        [ニュースポーツ体験事業]                                                              

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

ニュースポーツの体験会はコロナ禍であったが、まちづくり推進委員会部会員
を対象に人数制限を行い実施した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［６］伝統文化に係る事業

事 業 名 あおきの文化の継承・発掘・保存事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎伝統文化継承発展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　 伝統や文化を守り育てる活動の推進

目　　的
（期待される効果）

「檍の盆踊り（踊り・唄・太鼓・お囃子）」をはじめとした、「檍の文
化」を後世に継承する。

事業内容・手段

（１）「檍の盆踊り（踊り・唄・太鼓・お囃子）」の継承

①管内の小中学校や地域の団体に、地域の方を講師として派遣し、「檍の
盆踊り（踊り・唄・太鼓・お囃子）」の指導を行う。
　・檍小学校３年生盆踊り授業　　
　　実施日：令和３年９月２２日、１０月２１日
　　場所　：檍小学校

②「檍の盆踊り（踊り・唄・太鼓・お囃子）」を録音したCDを、継承活動
を実施している団体に配布し、練習や発表に活用してもらう。
※コロナ禍で各地の盆踊りが中止となり対応できなかった

③「檍の盆踊り（踊り）」の指導者に依頼して基本の踊りを撮影し、DVD
に録画して継承する。
※コロナ禍で中止

（２）地域の文化の調査の実施

事 業 費 　６１，６７７円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １９６人 １９８人

スタッフ １８人 １６人

合　計 ２１４人 ２１４人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）   [あおきの文化の継承・発掘・保存事業]                                                                 

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［６］伝統文化に係る事業

事 業 名 あおきのカレンダー製作事業 実施年数 　９年目

事業期間  開始：　　平成２６年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地域情報提供の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 地域の魅力の情報発信や案内等の充実

目　　的
（期待される効果）

檍地域管内の風景や名所・旧跡を載せたカレンダーを製作し、地域の良さ
を再発見するきっかけを作る。

事業内容・手段

管内の名所、旧跡、観光地等のイラストを記載して、地域の事を再発見す
るきっかけを作るカレンダー作成。

　実施日：通年
　実施場所：檍地域管内

事 業 費 　１７８，０８０円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０人 　０人

スタッフ ４５人 ５０人

合　計 ４５人 ５０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

檍地域まちづくり推進委員会のカレンダーは４月から翌年３月まで１年間
で、イラスとのデザインや色使いが良いと好評で、事務局にいつから配布
するのかと問合せが多くあった。今年はＡ－４版を７００枚に増刷して対
応した。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）  [あおきのカレンダー製作事業]                                                                     

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

昨年度３サイズ（Ｂ２、Ａ３、Ａ４）作成したが、Ａ４が大好評であったた
め、今年度は枚数を２００枚から倍の４００枚に増刷した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 未来につなぐ体験スクール事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：　　平成２１年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

檍地域管内の小中学校の児童・生徒が交流を持つ機会を作る。また、地域
の方々に講師になっていただき、子どもたちに将来役立つ知識を身につけ
てもらう。

事業内容・手段

火おこし体験・調理、なたね油の抽出体験、食べれる野草の試食、新聞紙
でのスリッパ作り、ニュースポーツ体験他　　　　　　　　　　　　　　
・実施日：令和４年１０月８日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施場所：檍公民館　檍地域事務所駐車場　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 ４６，３３７円

対 象 者 檍地域管内小中学校児童・生徒

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２４人 ０人

スタッフ １９人 ０人

合　計 ４３人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

野草の試食体験において、参加した子どもや保護者、スタッフからもこん
なにも食べれる野草があるのを知らなかった。またテンプラの素揚げがこ
んなにも美味しいのかと喜んでおり、参加者の目が輝いていた。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

①檍
地域
管内
の名
所・
旧跡
や観

Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）    [未来につなぐ体験スクール事業]                                                                  

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 あおき地域すごろくゲーム作成事業 実施年数 　２年目

事業期間  開始：　　令和３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

地域の事を再発見するきっかけを作り、それぞれの場所にまつわるエピ
ソードを知ってもらうことで、地元愛の育成につなげる。

事業内容・手段

　檍地域管内の名所・旧跡や観光地、また小中学校を含む公共施設を記載
して、檍地域事務所（まちづくり事務局）をスタート・ゴールにして地域
管内を周回するすごろくゲームを作成することで、檍のお宝の再発見の
きっかけをつくる。

※令和４年度は、１１月に別冊の解説文を作成し１２月の「まちづくりの
祭典inあおき」で配布し好評であった。

　実施日：通年
　実施場所：檍地域管内　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　２４２，０００円

対 象 者 檍地域管内小中学校児童・生徒・地域住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者   ０人   ０人

スタッフ １１７人 ９８人

合　計 １１７人 ９８人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

早速帰って子どもや孫と楽しもうと喜ばれた。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ａ
広
報

Ａ Ａ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）    [あおき地域すごろくゲーム作成事業]                                                                  

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

すごろくゲームとは別に、厚紙に切り取り線をいれたサイコロ用紙を作成した
が展開図の学習になると好評だった。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 地域と学校の連携事業(檍北小学校） 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

地域と学校、PTAが共に事業を行うことで双方向の連携を深め、まちづく
りの人材を発掘、育成することにより、地域まちづくりの継続的な発展を
目指す。

事業内容・手段

①あいがも米を育てよう（５年生）
　地域と学校、PTAが連携し、田植えから稲刈りを通して、日本の食
「米」について学ぶ。
　実施期間：令和４年４月～９月６日
※田植えと稲刈りはコロナウイルスのため学校内だけでの活動になり支援
は中止した。

②６年生檍の総合学習の実施
　実施日：令和４年６月２２日（水）

③檍の自然についての学習の実施（３年生）
　実施日：令和４年１０月１７日（月）

④ミニ水族館の展示
　実施期間：令和４年１０月～１２月

⑤ホタル幼虫の飼育（３年生）
　実施期間：令和４年９月～令和５年２月

事 業 費 　９２，０００円

対 象 者 檍北小学校児童

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １，２９１人 ７１０人

スタッフ １１４人 ７５人

合　計 １，４０５人 ７８５人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

ほたるの幼虫の姿がこわかった。幼虫から光っているのを知らなかった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ｂ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）    [地域と学校の連携事業(檍北小学校)]                                                                  

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 地域と学校の連携事業(檍小学校） 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

地域と学校、ＰＴＡが共に事業を行うことで双方向の連携を深め、まちづ
くりの人材を発掘、育成することにより、地域まちづくりの継続的な発展
を目指す。

事業内容・手段

①「檍の盆踊り（踊り・唄・太鼓・お囃子）」の指導（３年生が運動会で
発表する）で「檍の盆踊り」の指導の実施。
実施日：令和４年８月３０日９月２７日、１０月２１日

②「ふるさと檍を調べよう」事業(３年生の総合的な学習の時間で実施)に
おいて地域の方々による講話を実施する。
実施日：令和４年７月７日（木）

③「防災マップを作ろう」事業(４年生の総合的な学習の時間で実施)の一
環で児童と地域住民、保護者、防災関係者が一緒に図上訓練を行なった後
校区内を歩き、危険個所や避難場所等の調査を行う。
・「図上訓練」・・・・・令和４年１１月２４日（木）
・「フィールドワーク」・令和４年１２月１３日（火）

④「むかしの遊びをしよう」事業(１年生の総合的な学習の時間で実施)に
おいて、校区内の高齢者の方々が講師になり一緒に昔の遊びを体験する。
※コロナ禍のため中止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　８，９６０円

対 象 者 檍小学校児童

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ７０９人 １９８人

スタッフ ７０人 １６人

合　計 ７７９人 ２１４人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善） [地域と学校の連携事業(檍小学校)]                                                                     

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 地域と学校の連携事業(宮崎港小学校） 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

地域と学校、ＰＴＡが共に事業を行うことで双方向の連携を深め、まちづ
くりの人材を発掘、育成することにより、地域まちづくりの継続的な発展
を目指す。

事業内容・手段

①「防災マップを作ろう」事業(４年生の総合的な学習の時間で実施)の一
環で児童と地域住民、保護者、防災関係者が一緒に図上訓練を行なった後
校区内を歩き、危険個所や避難場所等の調査を行う。
・「図上訓練」・・・・令和４年９月２０日(火）
・「フィルドワーク」・令和４年９月２７日(火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②「港獅子」(宮崎港小伝統)を運動会やまちづくりの事業や地域の文化祭
で発表するために、獅子舞継承の支援を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施日：通年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊今年度から「発酵食品について学ぼう」の味噌作りを「防災学習」に変
更になった。

事 業 費 　６１，９２９円

対 象 者 宮崎港小学校児童

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ３４４人 １７人

スタッフ ５８人 ０人

合　計 ４０２人 １７人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

昨年度まで５年生が総合学習で「発酵食品」について学び味噌作り体験を
行っていたが、今年から防災学習に変更になり「図上訓練」や「フィール
ドワーク」の協力を行った。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善） [地域と学校の連携事業(宮崎港小)]                                                                    

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 地域と学校の連携事業(潮見小学校） 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

地域と学校、ＰＴＡが共に事業を行うことで双方向の連携を深め、まちづ
くりの人材を発掘、育成することにより、地域まちづくりの継続的な発展
を目指す。

事業内容・手段

①「地域のことを学ぼう」事業(３年生の総合的な学習の時間で実施)にお
いて、地域の方々が講師になり授業を行う。
※コロナウイルスのため中止

②「作ろう防災マップ」事業(５年生の総合的な学習の時間で実施)におい
て、防災専門家、地域の方、保護者の方の協力を得て講話を実施し、地域
内の現状を調査する授業の支援を行う。
・「図上訓練」「フィールドワーク」７月７日（木）
③「おいもパーティをしよう」事業(２年生の総合的な学習の時間で実施)
において、地域の方の経験談を児童に聞いてもらいながら調理実習の支援
を行う。
※コロナウイルスのため中止

④「むかしのあそびをたのしもう」事業(１年生の総合的な学習の時間で
実施)において、けん玉やコマまわしやおはじき等昔の遊びを地域の方々
の協力で支援を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施日：令和５年２月２１日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　２０，７６２円

対 象 者 潮見小学校児童

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 １７６人 ９５人

スタッフ ３８人 ２５人

合　計 ２１４人 １２０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）[地域と学校の連携事業(潮見小学校)]                                                                      

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 地域と学校の連携事業(檍中学校） 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

地域と学校、ＰＴＡが共に事業を行うことで双方向の連携を深め、まちづ
くりの人材を発掘、育成することにより、地域まちづくりの継続的な発展
を目指す。

事業内容・手段

①福島から購入したひまわりの種を学校と宮崎中央公園花壇で栽培し、収
穫した種を福島に送付する。宮崎中央公園花壇を地域の方々の支援を得て
檍中学校と協力しながら管理する。(福島ひまわりプロジェクト)
・実施日：通年
　ひまわり種送付作業：令和５年２月２５日（土）　　　　　　　　　　
・実施場所：学校花壇、宮崎中央公園花壇、檍地域事務所
※コロナウイルスのため規模を縮小して実施した。　　　　　　　　

②コアジサシを保護する目的で一ツ葉入り江の清掃活動を行う。（コアジ
サシプロジェクト）　　　　
・実施日：４月１６日（土）、１１月１３日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施場所：一ツ葉入り江干潟周辺　
※新型コロナウイルスのため参加を中止した。　　　　　　

③宮崎中学校と相互訪問を行って交流の場を設ける。また、部会員も参加
して意見交換会を行う。
・実施日：８月９日（火）、１２月２７日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施場所：宮崎中学校、檍中学校他
※コロナ禍のためリモートで対応した。

事 業 費 　５，０７６円

対 象 者 檍中学校・宮崎中学校生徒

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ２５人 ６６人

スタッフ ２６人 ３２人

合　計 ５１人 ９８人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）  [地域と学校の連携事業(檍中学校)]                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

今年度の交流会は、昨年度に続きリモート方式で実施した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［７］地域教育に係る事業

事 業 名 地域と学校の連携事業(宮崎中学校） 実施年数 　１２年目

事業期間  開始：　　平成２３年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【夢づくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎人づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 我がまちを大切に思う心の育成や地域の未来の担い手を育てる活動の　　　　
　 推進

目　　的
（期待される効果）

地域と学校、ＰＴＡが共に事業を行うことで双方向の連携を深め、まちづ
くりの人材を発掘、育成することにより、地域まちづくりの継続的な発展
を目指す。

事業内容・手段

①福島から購入したひまわりの種を学校と宮崎中央公園花壇で栽培し、収
穫した種を福島に送付する。宮崎中央公園花壇を地域の方々の支援を得て
檍中学校と協力しながら管理する。(福島ひまわりプロジェクト)
・実施日：通年
　ひまわり種送付作業：令和５年２月２５日（土）　　　　　　　　　　
・実施場所：学校花壇、宮崎中央公園花壇、檍地域事務所
※コロナウイルスのため規模を縮小して実施した。　　　　　　　　

②コアジサシを保護する目的で一ツ葉入り江の清掃活動を行う。（コアジ
サシプロジェクト）　　　　
・実施日：４月１６日（土）、１１月１３日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施場所：一ツ葉入り江干潟周辺　
※新型コロナウイルスのため参加を中止した。　　　　　　

③檍中学校と相互訪問を行って交流の場を設ける。また、部会員も参加し
て意見交換会を行う。
・実施日：８月９日（火）、１２月２７日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施場所：宮崎中学校、檍中学校他
※コロナ禍のためリモートで対応した。

事 業 費 　２，０１８円

対 象 者 宮崎中学校・檍中学校生徒

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 生徒会役員 ２８人

スタッフ ４人 １５人

合　計 － ４３人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善） [地域と学校の連携事業(宮崎中学校)]                                                                     

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

今年度の交流会は、昨年度に続きリモート方式で実施した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［８］その他に係る事業

事 業 名 まちづくりの祭典inあおき事業 実施年数 　１４年目

事業期間  開始：　　平成２１年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地域情報提供の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 地域の魅力の情報発信や案内等の充実

目　　的
（期待される効果）

檍地域自治区管内のさまざまな方々とふれあい交流を図り、活気あふれる
魅力的な地域にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業内容・手段

農水産物紹介・ふるまい・ものづくり・人々の交流・各部会の活動紹介
コーナー・生目地区紹介コーナーなどを設け、「まちづくりの祭典ｉｎあ
おき」を開催した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
檍地区社会福祉協議会の「檍地区健康ふくしまつり」と共催で規模を拡大
して開催した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施日：令和４年１２月１１日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実施場所：檍地域事務所・檍公民館・北消防署東分署・檍中学校　　　　　　　　　　　　　　　

＊９月よりチラシ配布を行い、関係団体との調整や実行委員会を開催しコ
ロナ禍の対応として、入口を１ヶ所にし来場者の手指消毒、検温を実施す
ることで対応した。

事 業 費 　９２６，２６１円

対 象 者 檍地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ７７３人 ０人

スタッフ ４２７人 ０人

合　計 １，２００人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

令和２・３年を中止したため、コロナ禍での開催で参加団体や集客等懸念
されたが想定以上の方が来場された。これからも、こういうイベントをど
んどんやって欲しいとの要望があった。

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）  [まちづくりの祭典inあおき事業]                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

Ａ

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

今年度は、檍地区社会福祉協議会の「檍地区健康ふくしまつり」と共催で規模
を拡大して開催した。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［８］その他に係る事業

事 業 名 檍・生目交流事業 実施年数 　６年目

事業期間  開始：　　平成２９年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地場産業振興　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 地産地消の推進・ＰＲによるまちの経済活性化の推進

目　　的
（期待される効果）

災害時発生時に檍・生目の両地域の地域間の支援を行うことを前提に、地
域文化や地域情報の交流を深め、両地区の相互発展を目指す。

事業内容・手段

「生目地区総合文化祭」に檍地域が、「まちづくりの祭典ｉｎあおき」に
生目地域が相互訪問し、両地区で生産される農水産物の紹介を行い両地区
管内の人々の交流を図る。

・「生目地区総合文化祭」１１月２７日（日）　　　　　　　　　　　　
・「まちづくりの祭典ｉｎあおき」１２月１１日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊今年度は生目地域から檍地域に視察予定だったが、檍が「生目地域セン
ター」に視察に行ったので同時に実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 費 　６，３００円

対 象 者 檍・生目地域管内住民

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 ０人 ０人

スタッフ ７人 ０人

合　計 ７人 ０人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ａ Ｂ
広
報

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）       「檍・生目交流事業]                                                                     

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 事

業
の
効
果

効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



３　実施報告

［８］その他に係る事業

事 業 名 檍地域まちづくり推進委員会運営事業 実施年数 　１５年目

事業期間  開始：　　平成２０年度  終了：　　なし

地域魅力発信
プランとの関連

【誇りづくりプロジェクト】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ◎地域情報提供の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 地域の魅力の情報発信や案内等の充実

目　　的
（期待される効果）

檍地域まちづくり推進委員会の円滑な運営を行う。

事業内容・手段

①部会の開催・住民の理解を得るための広報活動　　　　　　　　　　　　
②まちづくり推進委員会の消耗品などの購入　　　　　　　　　　　　　　
③まちづくり事務局員の勤務時間外手当の支払い

・実施日：通年
・実施場所：檍地域まちづくり推進委員会事務局

事 業 費 　４，２２３，３２７円

対 象 者 まちづくり事務局

年　度 令和４年度 令和３年度

一般参加者 人 人

スタッフ 人 人

合　計 人 人

※事業内容に応じて男女別や年代別データ

住民の声（アン
ケートの結果等）

参加者数
（内訳）



本年度 前年度 本年度 前年度

Ｂ Ｂ
広
報

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

◆自己評価（評価：Ａ 良い　Ｂ 普通　Ｃ 要改善）   [檍地域まちづくり推進委員会運営事業]                                                                   

評価 評価

①地域ニーズ
の把握

⑤事業の周知

②住民の参加
⑥課題解決へ
の作用

③地域まちづ
くり推進委員
会の取組とし
ての妥当性

⑦住民の満足
度

④各種団体と
の連携

事業継続の必要性 有　・　無

＜良かった点や改善した点等＞

　

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

有効に活用して運営する。

＜地域協議会からの意見（令和　　年　　月・　　　　）＞

＜意見への対応＞

※　「地域協議会からの意見への対応」の欄は、地域協議会で出された意見とその対応を記載します。
その際、「対応」の欄が『未』の場合は、継続して記載し、「対応」の欄が『済』になった場合は、次
回以降の事業計画、又は事業実施報告の当該欄を記載する必要はありません。

評価項目 特記事項 評価項目 特記事項

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
効
果効

果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

良かった点･
改 善 点 等

対応 未 ・ 済

対応 未 ・ 済

地域協議会から
の意見への対応



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 　檍地域防災対策事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 264,000 

２ 合計（Ａ） 264,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

カラーコーン・折りたたみA3
看板

65,069

消耗品（かまど利用体験材料
費)

9,740

お茶(ペットボトル500㎖) 15,600

２ 役務費 0 0

３ 使用料及び賃借料 0 0

４ 合計（Ｂ） 90,409 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 173,591 

１ 需用費 90,409 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 檍地域青色パトロール推進事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 108,000 

２ 合計（Ａ） 108,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

車内用除菌シート 1,764

マグネット表示板 13,200

　(防犯パトロール中)

ボランティア活動保険 51,000

切手代(@84×100枚) 8,400

３ 備品購入費 0 0

４ 合計（Ｂ） 74,364 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 33,636 

１ 需用費 14,964 

２ 役務費 59,400 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 備蓄非常食購入事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 474,000 

２ 合計（Ａ） 474,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

ビスコ保存缶 311,040

 (賞味期限5年間)

　檍小・港小各36箱(10個入）

備蓄保存水(500㎖) 157,410

 (賞味期限5年間)

 (まちづくり倉庫）

２ 合計（Ｂ） 468,450 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 5,550 

１ 需用費 468,450 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域安全表示事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 134,000 

２ 合計（Ａ） 134,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

津波表示板 35,200

(新城・引土街区公園)

津波表示板設置料 15,000

２ 委託料 0 

３ 合計（Ｂ） 50,200 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 83,800 

１ 需用費 50,200 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 応急手当講習事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 45,000 

２ 合計（Ａ） 45,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

啓発用品　(100個) 20,900

(防寒・防風アルミシート)

２ 使用料及び賃借料 0 

３ 合計（Ｂ） 20,900 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 24,100 

１ 需用費 20,900 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 子育て支援事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 61,000 

３ 合計（Ａ） 61,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

消耗品（２回分） 8,640 

（謝礼(お菓子詰合せ)）

啓発用品 1,690 

（チビッ子運動会用）

２ 使用料及び賃借料 0 

３ 合計（Ｂ） 10,330 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 50,670 

１ 需用費 10,330 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 ふれあい会食会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 380,000 

２ 負担金 1,500 

３ 合計（Ａ） 381,500 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

賄材料費・弁当代 11,680

啓発用品代 1,009

２ 使用料及び賃借料 1,200 集会場使用料 1,200

３ 合計（Ｂ） 13,889 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 367,611 

１ 需用費 12,689 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 福祉講演会事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 64,000 

２ 合計（Ａ） 64,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

保護者向け講演会 9,000

　（@3,000×3h）

消耗品（お茶菓子） 327

４ 合計（Ｂ） 9,327 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 54,673 

１ 報償費 9,000 

２ 需用費 327 

３ 使用料及び賃借料 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 高齢者交流事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 64,000 

２ 合計（Ａ） 64,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

スタッフ弁当 2,400

（@400×６個）

啓発用品 12,430

（歩こう会用）

３ 合計（Ｂ） 14,830 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 49,170 

１ 需用費 14,830 

２ 使用料及び賃借料 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 一ツ葉入り江を市民の里浜にする事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 686,000 

２ 負担金 0 

３ 合計（Ａ） 686,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 報償費 0 

スタッフ弁当 8,800

　（@400×22個）

消耗品(入江清掃用) 4,274

消耗品(コアジサシ用) 21,622

消耗品(干潟観察会用) 2,844

啓発用品(入江の清掃用) 2,971

啓発用品(干潟観察会用) 2,090

コアジサシ保護看板 30,000

　（@3,000×10枚）

胴付長靴 13,100

３ 委託料 0 

有料道路通行料 1,150

軽トラック使用料 10,000

　（@2,000×5台分）

入江砂嘴立入禁止看板 66,000

　（@33,000×2台）

６ 合計（Ｂ） 162,851 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 523,149 

４ 使用料及び賃借料 11,150 

５ 備品購入費 66,000 

２ 需用費 85,701 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 新別府川・江田川等をきれいにする事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 357,000 

２ 負担金 0 

３ 合計（Ａ） 357,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

スタッフ弁当代 24,700

（@450×6個、@500×44個）

消耗品(水槽用) 10,875

消耗品(ホタル飼育用) 11,572

消耗品(オオフサモ用) 10,736

消耗品(挨拶用お菓子) 2,420

草刈機用替刃・混合油 17,660

ミニ水族館用水槽 33,360

事務所用水槽 10,551

講師謝金 12,000

（ビオトープ視察）

軽トラック使用料 18,000

　（@2,000×9台）

車両使用料 3,000

（ビオトープ視察）

４ 合計（Ｂ） 154,874 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 202,126 

２ 報償費 12,000 

３ 使用料及び賃借料 21,000 

１
需用費 121,874 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 檍地域花いっぱい運動事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 188,000 

２ 合計（Ａ） 188,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

スタッフ弁当 42,770

花の種 23,350

(ひまわり,コスモス,球根)

福島ひまわりの種 12,500

消耗品(ひまわり育成用) 23,620

燃料代(軽油) 1,390

振込手数料 313

ひまわりの種送料 1,840

トラクター使用料 20,000

　(@10,000×2回)

回送用トラック使用料 10,000

　(@5,000×2台)

軽トラック使用料 10,000

　(@2,000×5台)

４ 合計（Ｂ） 145,783 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 42,217 

１ 需用費 103,630 

２ 役務費 2,153 

３ 使用料及び賃借料 40,000 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域まちづくり掲示板設置事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 495,000 

２ 合計（Ａ） 495,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

不法投棄啓発看板 104,940

　(@2,915×36枚)

掲示板撤去作業 20,000

消耗品 10,255

　(マグネットシート他)

２ 役務費 0 

ユニック車使用料 5,000

　(掲示板撤去作業用)

５ 合計（Ｂ） 140,195 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 354,805 

１ 需用費 135,195 

３ 使用料及び賃借料 5,000 

４ 備品購入費 0 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 　檍地域人材育成事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 172,000 

パソコン教室 400 

視察研修（生目）20人 20,000 

視察研修（曽於市）23人 57,500 

３ 合計（Ａ） 249,900 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

講師謝金(パソコン教室) 36,000 

　(@3,000×2h×6回)

講師謝金(生目視察) 12,000 

　(@6,000×2h)

講師謝金(曽於視察) 18,000 

　(@6,000×3h)

USB(パソコン教室用) 5,533

消耗品(挨拶用お菓子) 4,830

スタッフ弁当代 89,180

中型バス使用料 56,100 

（生目）

中型バス使用料 70,970 

（曽於市）

４ 負担金 0 

５ 合計（Ｂ） 292,613 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） -42,713 

２ 負担金 77,900 

１ 報償費 66,000 

２ 需用費 99,543 

３ 使用料及び賃借料 127,070 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 　檍地域健康づくり事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 140,000 

２ 負担金 0 

３ 合計（Ａ） 140,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

啓発用品(ミニバレー用) 16,113

啓発用品(歩こう会用) 2,380

２ 役務費 0 

３ 合計（Ｂ） 18,493 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 121,507 

１ 需用費 18,493 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 ニュースポーツ体験事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 52,000 

２ 負担金 0 

３ 合計（Ａ） 52,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 報償費 0 0

消耗品(ドッヂビー) 12,870

３ 役務費 0 

５ 合計（Ｂ） 12,870 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 39,130 

２ 需用費 12,870 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 あおきの文化の継承・発掘・保存事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 174,000 

２ 合計（Ａ） 174,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

講師謝金 36,000

(@3,000×2h×3回×2名)

豆絞りタオル 12,100

　(@121×100枚)

消耗品(熱中症対策飴玉) 427

スタッフ弁当代 6,000

　(@400×15個)

３ 役務費 7,150 法被クリーニング代 7150

４ 委託費 0 

５ 合計（Ｂ） 61,677 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 112,323 

１ 報償費 36,000 

２ 需用費 18,527 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 あおきのカレンダー製作事業 

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 201,000 

２ 合計（Ａ） 201,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

カレンダー印刷費 176,000

(1000部,デザイン料含む)

２ 役務費 2,080 切手代 2,080

３ 委託料 0 

４ 合計（Ｂ） 178,080 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 22,920 

１ 需用費 176,000 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 未来につなぐ体験スクール事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 65,000 

２ 負担金 2,400 参加費

３ 合計（Ａ） 67,400 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 報償費 0 

消耗品(ナタネ油抽出用) 3,263

消耗品(ゴミ袋他) 3,576

消耗品(カレー材料費他) 8,889

菜種(油抽出用) 9,000

油絞り機 21,609

　(手動オイルプレス機)

４ 合計（Ｂ） 46,337 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 21,063 

２ 需用費 24,728 

３ 備品購入費 21,609 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 あおき地域すごろくゲーム作成事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 359,000 

２ 合計（Ａ） 359,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

すごろく台紙・解説 220,000

　(400部印刷代)

すごろく封筒印刷代 22,000

　（400枚）

２ 役務費 0 

３ 合計（Ｂ） 242,000 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 117,000 

１ 需用費 242,000 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域と学校の連携事業（檍北小学校）

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 92,000 

２ 合計（Ａ） 92,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

講師謝金 15,000

　(@1,500×3h×2名)

 （@3,000×2h）

消耗品(苗他) 31,067

トラクター・コンバイン 45,933

使用料

５ 合計（Ｂ） 92,000 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 0 

１ 報償費 15,000 

２ 需用費 31,067 

３ 役務費 0 

４ 使用料及び賃借料 45,933 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域と学校の連携事業（檍小学校）

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 80,000 

２ 合計（Ａ） 80,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

お茶(ペットボトル) 3,240

消耗品(4年生) 4,480

消耗品(5年生) 1,240

３ 役務費 0 

４ 合計（Ｂ） 8,960 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 71,040 

１ 報償費 0 

２ 需用費 8,960 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域と学校の連携事業（宮崎港小学校）

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 80,000 

２ 合計（Ａ） 80,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

講師謝金 6,000 

　(@3,000×2h)

お茶(ペットボトル) 3,240

消耗品(5年生) 12,219

スタッフ弁当代 5,600

　(@400×14個)

獅子舞衣装 34,320

３ 役務費 550 振込手数料 550

４ 合計（Ｂ） 61,929 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 18,071 

１ 報償費 6,000 

２ 需用費 55,379 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域と学校の連携事業（潮見小学校）

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 80,000 

２ 合計（Ａ） 80,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

講師謝金 6,000

　(@3,000×2h)

お茶代(ペットボトル) 1,730

消耗品(ブロッキー10色) 13,032

３ 役務費 0 

４ 合計（Ｂ） 20,762 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 59,238 

１ 報償費 6,000 

２ 需用費 14,762 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域と学校の連携事業（檍中学校）

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 82,000 

２ 合計（Ａ） 82,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

啓発用品 5,076

(中央公園花壇・入江清掃)

３ 合計（Ｂ） 5,076 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 76,924 

１ 報償費 0 

２ 需用費 5,076 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 地域と学校の連携事業（宮崎中学校）

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 82,000 

２ 合計（Ａ） 82,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

啓発用品 2,018

(中央公園花壇用)

３ 合計（Ｂ） 2,018 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 79,982 

１ 報償費 0 

２ 需用費 2,018 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 まちづくりの祭典inあおき事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 910,000 

ものづくり材料代として 19,700 

檍地区社協より 100,000

３ 協賛金 5,000 檍振興会より

４ 合計（Ａ） 1,034,700 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

もの作り材料代 18,568

啓発用品(せんぐ他) 101,718

賄材料代 28,672

消耗品(賄容器代他) 19,078

燃料費(炭・ガス代) 7,570

花火代 5,500

チラシ印刷インク代 127,400

スタッフ弁当代(前日準備) 3,500

スタッフ昼食代(当日) 72,890

お茶(ペットボトル) 25,200

臨時営業許可申請手数料 3,500 

クリーニング代 19,900 

施設賠償責任保険 4,020 

振込手数料 313 

会場設営一式 389,400 

駐車場整理係代 44,112 

ステージPA機材一式 30,000 

ステージ用車借用料 20,000 

横断幕用足場リース料 4,920 

５ 合計（Ｂ） 926,261 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 108,439 

２ 負担金 119,700 

２ 役務費 27,733 

３ 委託料 433,512 

４ 使用料及び賃借料 54,920 

１ 需用費 410,096 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 檍・生目交流事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 80,000 

2 合計（Ａ） 80,000 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

４ 合計（Ｂ） 6,300 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 73,700 

１ 報償費 0 

２ 需用費 4,800 スタッフ弁当代 4,800 

３ 使用料及び賃借料 1,500 文化祭出店料 1,500 



（様式第６号）

事　　業　　別　　収　　支　　計　　算　　書

　　　　檍地域自治区　　　　　　　

　　　　　檍地域まちづくり推進委員会

事　業　名 檍地域まちづくり推進委員会運営事業

（１）収入の部 （単位：円）

番号 項　　目 金　　額 備　　考

１ 地域コミュニティ活動交付金 1,162,020 

２ 繰越金 3,171,980 

３ 負担金 151,000 印刷機助成金

４ 自己資金 1,318 預金利息

５ 合計（Ａ） 4,486,318 

（２）支出の部

番号 科　　目 金　　額 内　　訳

１ 賃金 0 

２ 手当 762,240 事務局時間外 762,240

３ 旅費 30,700 研修会参加交通費等 30,700

印刷費(インク・用紙代) 717,871

消耗品 117,295

お茶(ペットボトル他) 195,570

広報誌(あおき２回) 933,900

啓発用品・弁当代 20,884

燃料費(まち車ガソリン) 45,650

除菌水(コロナ対策用) 90,200

スタッフ弁当代 2,400

倉庫修繕費 20,000

通信費(切手・ハガキ代) 46,352

通信費(部会委員) 62,000

部会員活動保険料 92,500

行事用保険料 18,800

電話料 77,205

インターネット料 36,960

パソコン調整代 20,000

車両保険料 95,600

振込手数料,設置手数料 8,110

花スタンド使用料 3,500

まち車車両リース料金 237,050

印刷機リース料 479,520

パソコン代 87,680

一太郎ソフト 21,340

８ 合計（Ｂ） 4,223,327 

収支差額（Ａ）－（Ｂ） 262,991 

６ 使用料及び賃借料 720,070 

７ 備品購入費 109,020 

４ 需用費 2,143,770 

５ 役務費 457,527 



積 立 金 管 理 状 況 報 告 書

檍地域自治区

檍地域まちづくり推進委員会

積立金の収支 （単位：円）

積立金の収支 （単位：円）

積立金の収支 （単位：円）

積立金名称 災害時等対応積立事業

番号 項 目 金 額 備 考

１ 前年度までの積立額 3,000,000
２ 積立額

３ 取崩額

４ 合 計 3,000,000

積立金名称

番号 項 目 金 額 備 考

１ 前年度までの積立額

２ 積立額

３ 取崩額

４ 合 計

積立金名称

番号 項 目 金 額 備 考

１ 前年度までの積立額

２ 積立額

３ 取崩額

４ 合 計

（様式第７号）



宮崎市地域コミュニティ活動交付金繰越届出書

令和５年３月３１日

宮 崎 市 長 殿

主たる事務所の所在地 宮崎市吉村町江田原甲２６５－１

名 称 檍地域まちづくり推進委員会

代 表 者 の 氏 名 会長 松竹 昭彦

電 話 番 号 （０９８５）２８－０１０１

令和４年４月１日付で交付決定のありました地域コミュニティ活動交付金については、

決算において３，０９５，７１３円の残金があり、繰越金として次年度の会計へ繰り越し

ますので届け出ます。

繰越金内訳

基礎交付金 ３，０９５，７１３円

特例交付金 ０円

添 付 書 類

令和４年度収支決算（見込）書

（様式第９号）



令和４年度 檍地域まちづくり推進委員会への意見書［事業実施報告］

檍地域自治区地域協議会

会長 井野 三男

令和４年度の檍地域自治区の地域まちづくり事業実施報告及び収支決算について、第５回檍地

域自治区地域協議会において協議した結果、事業計画及び収支予算に沿って適正に執行されてい

ましたので、全会一致で承認されました。

記

１ 総括

特になし

２ 事業の推進体制

特になし

３ 各事業への意見（意見のある事業のみ記載）

４ その他

事業名 意見

（様式第８号）


